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   This studies were investigated inquiring whether the natural stones could be found in 
animals, and moreover, whether the components would be the same not only in human 
beings but also in many species of animals. 
   As well known, there have been many referrences about the human urinary stones, 
and one of the authors has already reported on the analytical studies of this subject, but 
little is known regarding to the natural stones in animals. 
   On this report, the authors concluded as followed. 
   1. The incidence of the urinary stones in animals. 
   Few reports have been seen about dog's and mink's stones. The urinary stones in 
cows and bulls could not be found in Okayama slaughter house (here  3000-4000 slaughted 
in one year). Considering, however, the numbers and ages of this kind of animals, nothing 
or few would be found in animals. 
   2. The components of the urinary stones in animals. 
   Newberyite, struvite and calcite are the principal components. But the stone compo-
nents have much differences between the graminivorous and the carnivorous animals. 
   3. The comparison of the components and the structures in experimental and natural 
urinary stones. 
   An amorphous substances (Apatite) could hardly be found in bladder calculi, and the 
complicated structure of many elements as in human could not be found in animal stones.
人間以外 の各種 の動物に尿石の見 出され るこ
とは古 くよ り知 られ ているが,主 として本草 学
或は民 俗学的な興味 の中に止 まり,外 国に於 い
ても獣医学的 な研究はあるが,医 学的 な興味に
於 いて これ らを研究 した者は少い ようである.
吾 々は最近,動 物 の尿石につ いて分析す る機














































































外 観 は非 常 に大 きな 結 晶状 をな して い て,殆 ん ど純
粋 のStruvite(MgNH4PO4・6H20)結晶 のみ よ り成
る.Fig.4は そ の偏 光顕 微 鏡 写 真 で あ つて,非 常 に
大 な るMgNH4PO4・6H20結晶 も,結 石 の 中心 部 に な
る に従 つ て,漸 次 小 さ くな るが.非 晶 質 様物 質 の関与
は非 常 に 少い
3)豚 の尿石(Fig.5)
主 成 分 はCalcite(CaCO3)であ り,Fig.6はそ の
偏 光 顕 微鏡 写 真 で あ るが,一 見,Ca(≧O,・H20結石 を
思 わ せ る構 造 であ るが.又 多 色性 は 尿 酸 に も 似 て い
る.
4)馬 糞石(馬 の 腸 結 石)(Fig.7)
写 真 はそ の 割 面で あ るが,X線 粉 末 写 真 法 に よ り中
心核 部 は 植 物 線維 を 中 心 に,Struviteが析 出 し,外
側 部 はNewberyiteとBrushiteとの混 合 よ り成
る.
X線 粉 末 写 真 は 別図 に示 す 如 くで あ るが,物 質 決定
に使 用 した デ ー ターは 鳥 越6),為政7)の結果 と大 体 同
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様 で あ るの で省 略 した.
以上 を総 括 し,牛,豚 に 見 られ る尿石 に,Newbe-
ryite,Struvite,Calciteの3物質 であ るが,こ の 他,
馬 の腸結 石 に於 て も,同 様,Newberyite,Struvite
を認 めた 他 に,Brushiteを認 め て い る こ とは興 味 あ
るこ とと思 う.
b)文 献例
Smith8,等に よる と,家 畜 に 於 け る尿 石 症 の成 分 は
,草 食,肉 食,雑 食 動 物 に よつ て相違 が あ り,草 食動
物 に於 ては,珪 酸 塩 を 主成 分 と し,少 数 例 に於 ては,
ヵル シユ ウム,ア ンモ ニユ ウム,及 び マ グ ネ シユ ウム
の蔭 酸,燐 酸,炭 酸 化合 物 よ り成 り,肉 食 及 び雑 食 動
物 のそれ は 色 々異 る こ とは人 間 と同様 で あ つ て,草 食
動物 に於 け る尿 性 が ア ル カ リ性 な るに 対 し,こ れ ら動
物尿 が酸 性 で あ る点 に よい対 照 を なす と し,そ の各個
の成 分 も,蔭 酸 結 石,尿 酸 結 石,燐 酸 結 石,更 に 稀で
はあ るがXanthin結石,チ ス チ ン結 石 を も認 め る と
してい る.
Krabbe3)は犬 の 尿 石 成分 の 大 部 分 はMagnesium-
ammoniumphosphateであ り,少 数 例 にCalcium
oxalate及び 尿酸,チ ス チ ンを 各1例 に認 めた と述べ
て い るが,又 尿 酸 結 石 は特 にダ ル マチ ア種 の犬 に よく
認 め られ る ら しく,White4)は103の犬 の 尿 石 の中
PhosphateStoneが最 も普遍 的 な 成分 で あ るが,6
例 にpureOxalateStoneを認 め た他,UrateStone
を も認 め たがpureの ものは 少 く,5例 で あ り,他 は
PhosphateOxalateと混 合せ る状 態 で認 め られ た.
又 特 にCystine結石 を19例もに認 め て い る,
Nielsenは15匹のMinkに 発 生 した 尿 石 のX-ray
CrystallographicAnalysisによ り,す べ てMa-
gnesiumammoniumphosphateを含み,そ の中
若 干 はApatiteの少量 を含 ん で いた と述 べ て い る.
一方Easterfield9}などは 羊 に於 け るXanthin結石 に
就 て述べ て い る.吾 々 の経 験例 で は燐 酸 塩 と して の,
Struvite,Newberyiteを認 め た他 にCalciteを認
めて い る.
以 上 の 自験例 及 び 文献 例 に よる家 畜尿 石 の 化学 的成
分 につ い て考 え る に,Smithの云 う如 き食 物 の 種 類 に
よ り結石 成 分が 異 る との こ とは,全 体 的 に肯 定 され る
こ とであ ろ うが,中 には 羊 に於 い てXanthin結石 を
認 め て い るな どの 例 外 もあ り,又 珪 酸塩 は 吾 々の経 験
例 に もな く,又 従 来,人 尿 結石 成 分 に関 す るいず れ の
報 告 に於 て も認 め られ てい な い物 質 で あつ て,こ の こ
とは 吾 々が 分析 した豚 の尿 石 に於 て,Calciteを認 め
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Brushite+Newberyite(馬糞 石外 被 部)
